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高
齢
者
の
決
断

後
押
し
の
試
乗
体
験
会

幹
事
会

令
和
２
年
９
月
15
日
（
火
）

10
万
円
助
成

「
自
主
防
災
組
織
」
設
立

交
通
安
全
体
験
講
習
会

開
催

各
自
治
振
興
会
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進

し
、
組
織
の
活
動
の
活
性
化
に
よ
る
防
災
力
の
強
化

と
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
自
主

防
災
組
織
活
動
促
進
事
業
」
の
実
施
が
決
定
し
ま
し

た
。
自
主
防
災
組
織
規
約
と
、
防
災
、
減
災
に
係
る

事
業
計
画
書
の
提
出
で
活
動
補
助
金
と
し
て
10
万
円

を
助
成
し
ま
す
。

震
発
生
時
に
お
け
る

家
具
の
転
倒
な
ど
に

よ
る
被
害
か
ら
生
命

と
財
産
を
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
家

具
転
倒
防
止
器
具
購

入
補
助
事
業
」
の
実

１
．
自
主
防
災
組
織
活
動
促
進
事
業

２
．
家
具
転
倒
防
止
器
具

購
入
補
助
事
業

歳
以
上
の
高
齢
者
の

買
い
物
環
境
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
う
事
が

７
月
幹
事
会
で
決
定

し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
９
月
幹

事
会
に
お
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
方
法
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
、

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

提
出
し
事
業
内
容
の

説
明
を
行
っ
た
と
こ

ろ
「
農
地
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
中
山
間

で
も
検
討
し
て
い
る
。

買
い
物
支
援
も
す
で

に
実
施
し
て
い
る
自

治
振
興
会
も
あ
る
。

３
．
農
地
維
持
管
理
及

び
高
齢
者
買
い
物

支
援
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
つ
い
て

施
が
決
定
し
ま
し
た
。

事
業
対
象
者
は
神
石

地
区
住
民
と
し
、
補

助
回
数
、
補
助
金
額

は
１
世
帯
あ
た
り
1

回
限
り
、
１
，
０
０

０
円
と
し
ま
す
。

事
業
の
要
網
は
神

石
協
働
支
援
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

補 助 対 象 事 業 （案）

１．防災訓練（避難訓練、給食・給水訓練、避難
所体験訓練、消化訓練など）

２．研修・啓発（防災意識向上及び防災知識の普及啓
発などに係る講演会などの開催、冊子作成など）

３．防災マップ作成、配布事業

４．防災意識啓発ポスター・チラシ作成、配布事業

５．避難行動マニュアル作成、配布事業

６．その他必要とされる事業・訓練

防
災
、
減
災
活
動

の
前
提
と
な
る
住
民

の
防
災
意
識
の
啓
発

と
向
上
を
図
り
、
地

※自主防災組織活動促進事業補助金交付要網の一部です

今
年
度
の
検
討
事

項
で
あ
る
農
地
維
持

管
理
及
び
高
齢
者
の

買
い
物
支
援
に
つ
い

て
は
、
当
初
先
進
地

を
視
察
し
、
問
題
の

掘
り
起
こ
し
を
行
う

予
定
で
し
た
が
コ
ロ

ナ
禍
で
の
視
察
は
非

常
に
難
し
い
為
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を

提
出
し
、
農
業
経
営

者
の
運
営
状
況
と
65

同
じ
こ
と
を
す
る
意

味
が
あ
る
の
か
。
」

「
農
地
維
持
管
理
も

買
い
物
支
援
も
本
来

行
政
の
仕
事
。
少
子

化
、
過
疎
化
も
行
政

の
課
題
、
セ
ン
タ
ー

は
行
政
で
は
な

い
。
」
な
ど
の
意
見

が
出
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い

て
は
来
月
幹
事
会
で

再
度
協
議
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

令
和
2
年
9
月
25
日

（
金
）
に
、
総
合
交
流

セ
ン
タ
ー
じ
ん
せ
き
の

里
で
「
交
通
安
全
体
験

講
習
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

令
和
に
な
っ
て
以
降
、

神
石
高
原
町
内
で
発
生

し
た
死
亡
事
故
は
記
憶

に
新
し
い
こ
と
か
と
思

い
ま
す
。

75
歳
以
上
の
運
転
者

の
死
亡
事
故
は
7
割
に

も
の
ぼ
り
、
な
か
で
も

多
い
事
故
が
正
面
衝
突
、

人
対
車
両
、
追
突
、
ブ

レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の

踏
み
間
違
い
な
ど
で
す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
運

転
者
の
事
故
実
態
を
踏

ま
え
、
企
業
の
協
力
を

え
て
安
全
サ
ポ
ー
ト

カ
ー
と
セ
ニ
ア
カ
ー
の

試
乗
体
験
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

セ
ニ
ア
カ
ー
は
歩
行

者
扱
い
な
の
で
歩
道
を

走
行
で
き
ま
す
。
田
畑

な
ど
近
場
に
出
掛
け
た

い
と
き
は
便
利
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
カ
ー
と
は

衝
突
被
害
を
軽
減
す
る

自
動
ブ
レ
ー
キ
が
搭
載

さ
れ
た
車
で
す
。
歩
行

者
や
車
を
検
知
し
、
ぶ
つ

か
ら
な
い
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

今
回
、
23
名
の
参
加
者

が
セ
ニ
ア
カ
ー
の
試
乗
を

し
た
と
こ
ろ
「
最
高
速
度

の
６
㎞
で
運
転
し
た
け
ど

結
構
速
く
感
じ
る
ん
じ
ゃ

ね
」
と
い
う
感
想
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
カ
ー
は
、
助

手
席
と
後
部
座
席
に
参
加

者
が
乗
車
し
、
時
速
30
㎞

で
の
自
動
ブ
レ
ー
キ
体
験

を
し
ま
し
た
。
「
衝
撃
に

驚
い
た
け
ど
、
ぶ
つ
か
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
る

な
ら
、
高
齢
者
に
は
必
要

か
な
」
と
い
っ
た
感
想
を

聞
け
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
体
験
を
通

し
て
性
能
の
良
さ
を
認
識

し
、
安
全
運
転
の
大
切
さ

を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
も
、
今
一

度
ご
家
族
と
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

主
催
：
福
山
北
警
察
署

神
石
高
原
町

福
山
北
交
通
安
全
協
会

神
石
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

傾斜は4.5度、時速3㎞でセニアカーの試乗をしました

山道のジグザク走行をセニアカーで体験しました



参
加
者
募
集
中

‐
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い‐

か
ん
た
ん

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
講
座

≪

開
催
日
時≫

（
全
３
回
）

◆
第
1
回
・
・
・
令
和
2
年

11
月
10
日
（
火
）

9
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
第
2
回
・
・
・
令
和
2
年

11
月
24
日
（
火
）

9
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
第
3
回
・
・
・
令
和
２
年

12
月
１
日
（
火
）

9
時
30
分
～
11
時
30
分

≪
 

定

員≫

先
着

５
名
様

≪
 

申
込
締
切≫

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

≪
 

場

所≫

総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
じ
ん
せ
き
の
里

≪
 

持
参
物≫

お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
ま
た
は
ア
イ
フ
ォ
ー
ン

ま
た
は
、
ら
く
ら
く
フ
ォ
ン
）

飲
み
物
、
筆
記
用
具

※機器の
貸し出しは
ありません。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
便
利
な
ア
プ
リ

『

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
』
を

皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

こ
の
講
座
で
は…

ア
イ
コ
ン
の
変
え
方
や

友
達
追
加
の
仕
方

ビ
デ
オ
通
話
の
や
り
方
か
ら

グ
ル
ー
プ
の
作
成
方
法
な
ど
を

い
っ
し
ょ
に
学
ん
で
い
き
ま
す
！

—
—

恐
れ
ず
さ
わ
っ
て
使
い
方
を

い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

≪

開
催
日
時≫

令
和
2
年

11
月
11
日
（
水
）

9
時
30
分
～
11
時
30
分

≪
 

場

所≫

総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
じ
ん
せ
き
の
里

≪
 

持
参
物≫

飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

≪
 

申
込
締
切≫

令
和
２
年

11
月
４
日
（
水
）
ま
で

第
2

回
家
庭
菜
園
を
学
ぼ
う

大
好
評
の
『
家
庭
菜
園
を
学
ぼ
う
』
が

第
２
回
を
開
催
し
ま
す
！

今
回
は
『
冬
の
野
菜
』
に
つ
い
て
で
す
。

今
か
ら
植
え
る
オ
ス
ス
メ
の
野
菜
や

今
植
え
て
い
る
野
菜
の
手
入
れ
の
仕
方

水
や
り
の
頻
度
な
ど…

皆
様
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
や

い
ま
現
在
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を

講
師
の
方
が
お
答
え
し
ま
す
。

—
—

皆
さ
ま
か
ら
の
参
加
の
お
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

長
年
、
神
石
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
が

主
催
を
し
、
健
康
の
た
め
に
地
域
の

方
々
が
参
加
さ
れ
て
き
た
『
気
功
教

室
』
が
9
月
16
日
（
水
）
を
も
っ
て
終

了
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
参
加
者
の
中
か
ら
有
志
の

方
々
が
集
い
新
た
に
『
気
功
教
室
』
が

始
ま
り
ま
す
。
開
催
時
期
は
未
定
で
す

が
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
に
て
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！

‐

新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
す

続
報
を
お
待
ち
く
だ
さ
い‐

『気
功
教
室
』
全
講
座
終
了

『お
花
し
ま
し
ょ
う
』
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

‐

6
月
に
始
め
て
以
来

児
童
全
員
が
揃
い
ま
し
た‐

9
月
19
日
（
土
）
は
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
と
ら
い
や
る
21
『
お
花
し

ま
し
ょ
う
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

先
生
は
始
め
に
「
み
ん
な
に
は
野

に
咲
く
花
を
覚
え
て
ほ
し
い
」
と
伝

え
る
と
「
こ
れ
は
何
の
花
な
の
か
」

を
児
童
達
に
問
い
か
け
ま
し
た
。
す

る
と
半
数
以
上
が
「
ね
こ
じ
ゃ
ら

し
」
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
続
け
る
こ
と
で
、
前
よ
り

花
の
名
前
を
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
っ
た
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

‐

詳
細
は
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い‐

今
後
開
催
予
定

〇
『
第
2
回
そ
ば
打
ち
講
座
』
12
月
17
日
（
木
）

●
『
み
そ
講
座
』
1
月
中
旬

〇
『
第
3
回
そ
ば
打
ち
講
座
』
2
月
上
旬

●
『
初
心
者
ス
マ
ホ
教
室
』
２
月
頃

◆１年生も黙々と
仕上げました◆

１年生には「バラ」や
可愛らしい「ねこじゃ
らし」を使い、先生や
６年生の指導のもと美
しい作品を仕上げるこ
とが出来ました。

友達同士で助け
合うなどして
意見を言い合い
花ひとつひとつ
の良さを探して
完成させること
ができました。


